
 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

学校ホームページ  https://cms1.ishikawa-c.ed.jp/shiozze/ 

学校メールアドレス web-shio@hodatsushimizu.jp 

 

 

校長 宮下 慶子 

 志桜小だより   

めざす児童像  ○目標をもち 自ら進んで学び よく考える知恵のある子 

○強く しなやかな心をもち  温かな人間関係をつくれる子 

○困難に打ちかつ気力・体力のある子 

 

 

 

８月号 

宝達志水町立志桜小学校  
TEL ２９－２０５２ 
FAX ２９－２０６９ 

カラー版を 

ご覧ください。 

 あつ～い，あつ～い，夏休み 
           残りすこ～し 

こんにちは。校長の宮下です。暑い暑い暑い夏休みです。 
子ども達の体調はどうでしょうか？宿題の進み具合はどうでしょうか？ 
長いと思っていた夏休みですが、残りわずかとなりました。 

これまでに大きな事故や事件の知らせはありません。ほっと安堵しています。  
さて、2 学期の始業式は、９月１日です。残暑が厳しそうで、子ども達の健康管

理が難しいことが予想されます。それでも、元気に 2学期のスタートを切りたいと
思います。運動会の練習も始まります。 
ご家庭でも、子ども達が学校のリズムを早く取り戻すことができるよう、早寝・

早起き・朝ご飯、睡眠時間の確保のご協力をお願いします。まずは夜遅く寝るので
はなく、早く寝ることです。 

7月 2３日に、校内水泳記録会が行われました。新しい志桜小学校になってはじめての記録会でした。 

応援のご家族が、たくさん駆けつけてくださり、子ども達のやる気 UP！ 

校長先生から「自己記録の更新と熱い応援を！」のお話の後、いざ！本番スタート！どの学年も練習の成果を 

発揮して、気迫あふれる泳ぎがたくさん見られました。自己ベスト更新に、ガッツポーズ！２５ｍの達成に笑顔！ 

５０ｍの平泳ぎ、クロールへの挑戦に大きな拍手！ 

プールサイドからは、仲間の奮闘に「〇〇～がんばれー」「もうすこし－」 という熱い声援が送られました。 

ご家族のみな様の応援や拍手も子ども達のがんばりにつながりました。暑いなかの応援、ありがとうございました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 志桜小学校では、開校とともに子ども達の「非認知能力」をすべての教育活動のベースにと考えています。
（子ども達には、下図の様に「３つの力」として伝えています。） 

今回は、岡山大学准教授 中山芳一氏のコメントの抜粋です。 

「･･･大人も、大変な仕事を最後までやり遂げたり、はじめて合う 

人と打ち解けたりと非認知能力を使いこなしています。   

『成長とともに、その場面で必要な力を使い分けたり、使いこなし 

たりすることが目標です。小学生時代は、大人が子どもの状況に 

最適な声かけや接し方を心がけることで、子どもは非認知能力を意識できるになり、活用しやすくなります。』 

 例えば、なにかが成功したときに［なんとなくできた］で終わらせるのではなく［どうやったらできたの？］と聞

いてみる。すると子どもは、［みんなで協力したから完成できた］という具合に、非認知能力を実感できるので

す。『これを積み重ねて、子どもは非認知能力を使いこなせるようになっていきます。』」 

「･･･子どもが非認知能力を伸ばすために、大人が働きかけたい部分は、子どもの『気質』と『意識』です。 

 それぞれの特性を知って、実践してみましょう。」 今回は０～９歳編です。 

 

中山芳一氏 

保護者の皆様には、酷暑の中、夏休み中のラジオ体操
の当番、プール当番（６年生の保護者のみな様）などたく
さんのご協力をいただきました。ありがとうございました。 
また、子ども達の夏休みの宿題や自由研究等へのサポ

ートについても、ご理解くださりありがとうございます。 
志桜っ子ひとりひとりが、残りわずかとなりました夏休み

を有意義に過ごすことができますよう、引き続きよろしくお
願いします。 

AERA with Kids』（朝日新聞出版）参照。 


